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ポ
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見
る

(
3
2
6
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関
係
で
日
本
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本
質
的
議
論
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在
仏
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
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茄
』

連
載
◎
政
界
展
望

内
閣
支
持
率
続
落
！

岸
田
政
権
の
危
機
と
党
内
政
局
が
緊
迫

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

し
ょ
ん
P
L
u
s

連
載
◎
医
療
最
前
線
長
尾
和
宏
の
「
生
」
と
「
死
」

決
断
す
る
の
は
「
今
」
し
か
な
い
！

子
供
達
の
未
来
を
真
剣
に
考
え
て
！

医
学
博
士

列
島
い
ん
ふ
ぉ
め
1

連
載
◎
欧
州
か
ら
二

政
治
と
宗
教
団
体

長
尾
和
宏

鈴
木
哲
夫

N

ク
ル
マ
と
子
ど
も
の
安
全
そ
れ
は
オ
ト
ナ
の
責
任

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
三
木
・
寛
郎

皿

岸
田
内
閣
、
試
練

一
体
感
見
え
な
い
金
融
、
財
政

ポ
ス
ト
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
…

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
臨
時
国
会
S

追
い
込
ま
れ
る
政
府
与
党5

政
治
ア
ナ
リ
ス
ト
／
元
杏
林
大
学
教
授
華
老
昂
曲
盆
雄
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連
載
◎
グ
リ
ー
ン
交
悠
録

長
嶋
茂
雄
氏
と
の
出
会
い

そ
し
て
ゴ
ル
フ
が
取
り
持
つ
財
界
人
た
ち
と
の
縁

本
誌
主
幹
大
中
吉
一

『
月
刊
公
論
』
電
子
版
が
ス
タ
ー
ト
。

下
記
Q
R

コ
ー
ド
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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樹
し
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「
ふ
る
さ
と
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で
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い
き
も
の
調
査
」
を
実
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渡
辺
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治

JI 

健

《
時
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公
論
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ー
国
葬
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体
力
を
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岸
田
政
権

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

勉

リ
レ
ー
対
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提
言 s
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半
熟
仮
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社
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取
締
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連
載

近
い
将
来
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

日
本
の
文
明
文
化
の
拡
が
り
と
奥
行
き
②

飛
岡
健
氏

連
載
◎
防
災
の
世
界
を
解
剖
す
る

(
6
3
)

要
支
援
者
の
個
別
避
難
計
画
の
難
し
さ

S

知
ら
れ
て
い
な
い
在
宅
療
養
者
支
援
5

一
般
社
団
法
人
A
D
I

災
害
研
究
所
理
事
長
ぽ
"
-
氷

近
い
将
来
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

日
本
の
文
明
文
化
の
拡
が
り
と
奥
行
き
②

固
人
間
と
科
学
の
研
究
所
所
長
那
竺
岡
i

連
載
◎
未
病
漢
方
事
始
め
⑬

ヒ
ト
は
血
管
と
と
も
に
老
い
る
②修

琴
堂
大
塚
医
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漢
清
の
乗
っ
て
み
ま
し
た

H
O
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N
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ス
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プ
ワ
ゴ
ン

（
株
）
人
間
と
科
学
の
研
究
所所
長

人
生
は
意
外
と
短
い

枠
か
ら
は
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出
す
変

人
に

若
者
は
失
敗
を
恐
れ
ず

思
う
道
を
突
き
進
め

一
柳
良
雄
氏
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会
社
一
柳
ア
ソ
シ
エ
イ
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連
載
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(
6
3
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要
支
援
者
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計
画
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活
性
酸
素
の
産
生
と
抗
酸
化
力
の
バ
ラ
ン

ス
を
崩
す
要
因
は
何
で
し
ょ
う
か
？
活
性

酸
素
は
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
過
剰
産
生
に
な

り
ま
す
。
代
表
的
な
の
は
紫
外
線
で
す
。
紫

外
線
を
浴
び
た
皮
膚
は
、
細
胞
内
に
大
畏
の

活
性
酸
素
が
発
生
し
、
肌
の
弾
力
や
ハ
リ
を

保
っ
て
い
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
な
ど
を
変
性
・
破

壊
し
ま
す
。
こ
れ
が
シ
ワ
や
た
る
み
の
原
因

に
な
り
ま
す
。

紫
外
線
の
他
、
た
ば
こ
、
過
度
の
飲
酒
、

大
気
汚
染
な
ど
で
も
活
性
酸
素
が
発
生
し

ま
す
。
有
害
物
質
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で

す
。
有
害
物
質
が
体
内
に
入
る
と
、
マ
ク
ロ

フ
ァ
ー
ジ
と
い
、2
n
血
球
の
一
種
が
、
そ
れ

ら
を
処
理
す
る
た
め
に
活
性
酸
素
を
発
生
さ

せ
ま
す
。

カ
ラ
タ
を
サ
ビ
さ
せ
な
い
方
法

わたなべけん じ

渡辺賢治

抗
酸
化
成
分
を

し
っ
か
り
摂
っ
て
サ
ビ
予
防

前
号
で
は
心
筋
梗
塞
・
脳
梗
塞
と
い
っ
た

血
管
老
化
は
長
い
時
間
を
か
け
て
進
行
す

る
、
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
「
血

管
老
化
」
は
何
歳
く
ら
い
か
ら
始
ま
る
の
で

し
ょ
う
か
？

「
老
化
」
と
い
う
単
語
が
つ
く
の
で
、
4
0

歳
く
ら
い
か
な
あ
、
と
い
う
の
が
一
般
的
か

と
思
い
ま
す
。
か
く
い
う
私
も
そ
う
思
っ
て

い
ま
し
た
。
あ
る
学
会
で
、
京
都
の
先
生
が

中
学
3

年
生
の
動
脈
の
硬
さ
を
調
べ
た
結
果

を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
見
て

驚
き
ま
し
た
。
中
学
生
で
す
か
ら
、
血
管

は
し
な
や
か
で
柔
ら
か
い
と
思
っ
て
い
た

ら
、
中
学
生
で
既
に
動
脈
硬
化
が
始
ま
っ
て

い
る
生
徒
が
い
た
の
で
す
。
中
で
も
飛
び
抜

け
て
動
脈
が
硬
く
な
っ
て
い
る
生
徒
が
い
た

の
で
、
問
い
た
だ
し
た
と
こ
ろ
喫
煙
者
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
1
5歳
で
既
に
動
脈
硬
化
は
始

ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
よ
く
よ
く
考
え
て
み

わ
れ
わ
れ
の
体
に
は
抗
酸
化
力
が
備
わ
っ
て

い
ま
す
。
活
性
酸
素
の
産
生
を
抑
制
し
、
生

じ
た
ダ
メ
ー
ジ
の
修
復
を
し
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
廂
生
さ
れ
る
訴
性
酸
索
を
抗

酸
化
J
J
で
朋
よ
し
き
れ
な
い
場
＾

1
1に
、
体
を

攻
摩
る
作
川
が
強
く
な
り
ま
す
。
こ
の
状

態
を
酸
化
ス
ト
レ
ス
と
呼
び
ま
す
。
酸
化
ス

ト
レ
ス
を
過
剰
に
受
け
た
結
果
、
体
が
酸
化

さ
れ
る
「
カ
ラ
ダ
の
サ
ビ
」
を
生
じ
、
血
管

老
化
や
が
ん
に
な
る
の
で
す
。

る
と
、
神
奈
川
県
が
提
唱
す
る
「M
E
,
B

Y
o

（
未
病
）
」
の
モ
デ
ル
は
「
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
モ
デ
ル
」
と
い
っ
て
、
健
康
な
人
が

あ
る
日
突
然
に
病
気
に
な
る
白
赤
モ
デ
ル
で

な
く
、
徐
々
に
赤
に
向
か
っ
て
濫
く
な
っ
て

い
く
も
の
で
す
。
す
な

わ
ち
、
一
見
健
康
そ
う

に
見
え
て
も
、
体
内
で

は
潜
行
し
た
変
化
が
起

き
て
い
て
、
あ
る
1
1
突

然
目
に
見
え
る
病
気
に

な
る
、
と
い
う
の
が
祝

実
だ
と
思
い
ま
す
。

で
は
ど
う
し
て
動
脈

硬
化
が
進
行
す
る
の
で

し
ょ
う
か
？
今
回
は
原

因
の
1

つ
、
酸
化
ス
ト

レ
ス
に
つ
い
て
話
を
し

ま
す
。

ま
た
、
あ
ま
り
激
し
い
運
動
を
毎
日
行
う

と
活
性
酸
素
を
過
刹
に
発
生
さ
せ
ま
す
。
健

康
の
た
め
と

1
1
1
心
っ
て
や
り
す
ざ
る
＿
）
と
で
、

却
っ
て
仙
康
を
川
ね
る
こ
と
も
あ
る
の
で

J゚
 ス

ト
レ
ス
を
た
め
な
い
こ
と
、
し
つ
か
り

と
睡
眠
を
取
る
こ
と
、
食
べ
す
ぎ
な
い
こ
と
、

な
ど
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
守
る
こ
と
が
、

な
に
よ
り
も
酸
化
ス
ト
レ
ス
を
防
ぐ
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

そ
う
し
た
生
活
上
の
注
意
を
最
優
先
に

考
え
た
上
で
、
抗
酸
化
力
の
強
い
も
の
を

意
識
し
て
摂
取
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま

健康 未病

図 1 一神奈川県HPより

慶應義塾大学医学部卒。慶應義塾大学

医学部内科、東海大学医学部免疫学教

室に国内留学後、米国スタンフォード

大学遺伝学教室に留学。帰国後北里研

究所（現北里大学）東洋医学総合研究

所、慶應義塾大学医学部漢方医学セン

ター長、慶應義塾大学環境情報学部教

授を経て、 1931 年に開設された漢方

専門医院、修琴堂大塚医院院長に就任。

横浜薬科大学特別招聘教授、慶應義塾

大学医学部漢方医学センター客員教

授、奈良県顧問、神奈川県顧問、漢方

産業化推進研究会代表理事、日本臨床

漢方医会副理事長、 WHO 医学科学諮

問委員、 WHO 伝統医学分類委員会共

同議長等を兼ねる。 1900 年以来、西

洋医学のみだった国際疾病分類の、第

11 改訂（2019 年）に、伝統医療が初

めて取り入れられたが、 2005 年から

プロジェクトの共同議長として長年尽

力。主な著書に『漢方医学 同病異治

の哲学』（講談社学術文庫）、『未病図

鑑』（ディスカヴァー・トウエンティ

ワン）、『漢方で感染症からカラダを守

る』（ブックマン社）など。

大
気
中
に
は
約
2
0％
の
酸
素
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
酸
素
を
利

用
し
て
細
胞
内
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
と
い

う
小
さ
な
器
官
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
際
に
副
産
物
と
し
て
活
性

酸
素
が
発
生
し
ま
す
。
活
性
酸
素
は
酸
素
に

由
来
す
る
非
常
に
不
安
定
な
物
質
で
す
が
、

体
に
と
っ
て
有
益
な
こ
と
も
沢
山
し
て
く
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
白
血
球
か
ら
産
生
さ
れ
る

活
性
酸
素
は
細
菌
を
殺
し
て
、
感
染
防
御
の

重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。
そ
の
他
細
胞
同

士
の
シ
グ
ナ
ル
伝
達
、
排
卵
、
受
精
、
細
胞

の
分
化
、
な
ど
な
ど
、
体
に
と
っ
て
不
可
欠

な
も
の
で
す
。
一
方
で
、
活
性
酸
素
は
体
内

の
い
ろ
い
ろ
な
物
質
を
変
性
さ
せ
、
破
壊
し

て
し
ま
い
ま
す
。
例
え
ば
脂
質
を
変
性
さ
せ

て
変
性L
D
L

を
作
る
こ
と
で
動
脈
硬
化
を

し
ょ
う
。

人
類
は
酸
化
ス
ト
レ
ス
を
防
ぐ

た
め
に
、
抗
酸
化
力
の
強
い
も
の
を
好
ん
で

摂
収
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の1
つ
が
お
茶
で

す
＂
聞
界
中
ど
こ
に
行
っ
て
も
お
茶
が
あ
り

ま
す
。
お
茶
の
カ
テ
キ
ン
に
代
火
さ
れ
る
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は
、
植
物
に
存
在
す
る11白
味

や
色
素
の
成
分
で
、
自
然
界
に
5
0
0
0

種

類
以
上
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
赤
ワ
イ

ン
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
含
ま
れ
る
ア
ン
ト
シ

ア
ニ
ン
、
そ
ば
の
ル
チ
ン
、
豆
類
の
イ
ソ
フ

ラ
ボ
ン
、
コ
ー
ヒ
ー
に
含
ま
れ
る
コ
ー
ヒ
ー

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
ご
ま
の
セ
サ
ミ
ノ
ー
ル

な
ど
、
身
近
な
も
の
ば
か
り
で
す
。
活
性
酸

素
が
発
生
す
る
よ
う
な
状
況
で
は
、
こ
れ
ら

の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
賢
く
摂
取
し
て
く
だ

さ
い
。

ビ
タ
ミ
ン
A
.
C
.
E

は
抗
酸
化
ビ
タ
ミ

ン
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
活
性
酸
素
の
害
を
止

め
、
抗
酸
化
酵
素
の
は
た
ら
き
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
緑
黄
色
野
菜
、
ナ
ッ
ツ
類
、
果
物

な
ど
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

抗
酸
化
食
品
の
摂
取
で
大
切
な
こ
と
は
、

何
か
を
沢
山
収
る
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
よ

り
も
、
ポ
リ
フ
十
ノ
ー
ル
も
ビ
タ
ミ
ン
も
バ

ラ
ン
ス
良
く
収
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

れ
は
お
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
抗
酸
化
力
を

強
め
合
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
現
代
で
は
サ

プ
リ
メ
ン
ト
で
摂
取
す
る
力
怯
も
選
択
肢
に

あ
り
ま
す
が
、
何
か1
利
知
を
沢
1
1
1
取
る
と

い
う
よ
う
な
考
え
方
よ
り
も
、
バ
ラ
ン
ス
良

く
多
種
類
を
摂
取
す
る
こ
と
が
叩
災
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

カ
ラ
ダ
を
錆
び
さ
せ
な
い
仕
活
洲
伯
、
今

日
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

脂質

LOL酸化
織胞膜障害

血

図 2

タンパク質

蛋白変性
組織の変化

酵素
~ ~ 

囀
酵素活性抑制
代謝低下

DNA 

複製異常
異常蛋白

カラダのサビで血管老化やがんが進行

酸
化
ス
ト
レ
ス
1
1カ
一
フ
タ
の
サ
ピ

修
琴
堂
大
塚
医
院

促
進
し
ま
す
。
ま
た
蛋
白
や
酵
素
な
ど
も
変

性
さ
せ
ま
す
。
さ
ら
にD
N
A

が
異
常
を
来

し
て
、
が
ん
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

活
性
酸
素
が
過
剰
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

ヒ
ト
は
血
管
と
と
も
に
老
‘
、
、

渡
辺
賢
治

る
②
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